
連携自治体紹介シート 

 

自治体名 福井県大野市 

自治体の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所在：福井県の東部に位置し、西は県下最大の都市である福井市、東は岐阜

県、北は石川県と隣接。 

人口：３０，７６７人（令和５年４月１日現在） 

面積：８７２．４３km2（県全体の２０．８％） 

主な産業：農業・林業、製造業（電子デバイス）、建設業、観光業 

アクセス方法 

電車：品川駅 or 東京駅(新幹線)→米原駅(北陸本線特急)→福井駅(JR 越美北

線)→大野（片道：14,350 円） 

主な特色 

PR ポイント 

福井県大野市は県東部に位置し、人口約３万人がゆったり暮らす自然豊か

なまちです。 

 福井県で唯一の日本百名山「荒島岳」などの山々があるとともに、名水百選

の御清水(おしょうず)や平成の名水百選の本願清水などの多くの湧き水があ

ることから国土庁の水の郷百選にも選ばれ、また、夜空がきれいなことから、

２年連続で「日本一美しい星空」に選ばれています。市街地には、天空の城と

して知られる越前大野城がそびえ立ち、その麓には碁盤目状の城下町があり、

400 年以上続き朝市や歴史的な風情、街並みが広がっています。 

また、地元で親しまれる「醤油カツ丼」や全国的にも有名な「上庄さといも」

等のグルメも目白押しです。 

主な地域課題 

●少子化や若者流出など人口減少によるまちづくり人材が不足しており、空

き家や空き地の増加、高齢化の進行によるコミュニティの低下なども大き

な課題となっています。こうした地域課題に対応するため、定住人口の増加

はもとより、地域と多様に関わる者である「関係人口」に着目し、地域外か

らの交流の入口を増やしていくことが必要です。 

●一方で、北陸新幹線の福井延伸や中部縦貫自動車道福井県内全線開通によ

り、関東圏・中京圏とのアクセスが向上し、より一層の交流促進が見込まれ

るため、このチャンスをしっかりと生かす取り組みも必要です。 
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連携自治体ワーケーション促進事業体験プログラムシート 

 

 

名称 越前おおのでワークステイ 

実施期間 ８～11 月 

プログラム内容 

大野市で、農業やカフェ、ゲストハウスなど、さまざまな仕事を体験できる

プログラムを提供する「越前おおのでワークステイ」。受け入れは、大野の自

然の豊かさや文化を伝え、自然ガイドや自然体験教育、森づくりなどに取り組

む団体「奥越前まんまるサイト」が担当します。大野の大自然を生かしたアク

テビティやアウトドアを楽しみながら、いつもとちょっと違う「田舎のお仕事

体験」をしてみませんか？ 

●参加要件  18 歳以上の健康な人 

●定員    ワークステイ（仕事体験）：１企業１回の受入れで５人まで 

       エコツアー（自然体験） ：１企業１回の受入れで 10 人程度 

●実施主体  奥越前まんまるサイト（お問い合わせ後、取り次ぎします） 

●宿泊施設  ゲストハウス・市内旅館等 

●オプション ワークステイとエコツアーは組み合わせることもできます。

またご要望に応じ、団体が管理する森林内にあるワークスペ

ースをご使用いただけます。 

●その他   動きやすい服装をご用意ください。 

参加に要する 

費用 

ワークステイ：一人 5,500 円（仕事体験先への謝礼として） 

エコツアー（カヌー体験）：一人 4,500 円（機材レンタル料込み） 

エコツアー（サイクリング体験）：一人 4,500 円（機材レンタル料込み） 

※交通費、飲食費は実費負担となります。 

※エコツアーの所用時間は２時間 30 分程度です。 

主な対象企業 業種問わず 

企業に期待する

こと 

幸福度№1 の福井県。その中でも特に自然が豊かで、水も食も美味しく、人

もやさしいと評判の大野市。本プログラムは、移住希望者向けに提供して内容

となっており、単なる観光からもう一歩踏み込んで、人や仕事に触れ合う大野

「まるごと暮らし」を体験していただき、大野を深く知っていただき、継続的

に足を運んでいただくきっかけづくりになればと思っています。そのうえで、

リモートワークやワーケーションの行き先として、またサテライトオフィス

開設などの選択肢としてご検討いただけますと幸いです。 

留意事項 現地送迎に対応できない場合があります。 
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連携自治体ワーケーション促進事業体験プログラムシート 

 

【参加料と体験のイメージ】 

●ワークステイのみ 

 参加料：５，５００円 

１日目 ２日目 ３日目 

【AM】 

 

現地へ移動 

【PM】 

 

森林の中で 

個人ワーク 

 

↓ 

星空観賞など 

【AM】 

ワークステイ

（農業体験） 

【PM】 

ワークステイ

（農業体験） 

 

↓ 

 

自由時間 

【AM】 

 

個人ワーク 

又は 

自由時間 

【PM】 

 

自由時間 

 

移動 

 

 

 

●エコツアーのみ 

 参加料：９，０００円（カヌー体験４，５００円＋サイクリング体験４，５００円）＝ 

１日目 ２日目 ３日目 

【AM】 

現地へ移動 

【PM】 

エ コ ツ ア ー

（ カ ヌ ー 体

験） 

↓ 

 

自由時間 

【AM】 

 

森林の中で 

個人ワーク 

【PM】 

エ コ ツ ア ー

（サイクリン

グ体験） 

↓ 

 

自由時間 

【AM】 

 

個人ワーク 

又は 

自由時間 

【PM】 

 

自由時間 

 

移動 

 

 

 

●ワークステイ＋エコツアーの複合 

 参加料：１０，０００円（ワークステイ５，５００円＋サイクリング体験４，５００円）＝ 

１日目 ２日目 ３日目 

【AM】 

現地へ移動 

【PM】 

エ コ ツ ア ー

（サイクリン

グ体験） 

↓ 

 

自由時間 

【AM】 

ワークステイ

（農業体験） 

【PM】 

ワークステイ

（農業体験） 

 

↓ 

 

自由時間 

【AM】 

 

個人ワーク 

又は 

自由時間 

【PM】 

 

自由時間 

 

移動 

 

 



連携自治体紹介シート 

 

自治体名  長野県小諸市 

自治体の概要 

所在地：長野県小諸市相生町３－３－３ 

面 積：98.55 ㎢ 

 

○人口動態 

2007 年以来自然減。ただし、2020 年から社会増が続く。 

人 口：41,649 人 世帯数：19,080（令和４年 10 月現在） 

人口密度：422.6 人/㎢ １世帯あたり平均人口：2.18 人 

 

○主な産業 

全体面積の約４割を農地が占めるため、農林業従事者の割合は、全国平均より

も高い。冷涼な気候と物流環境、災害リスクが低いことから製造業の割合が高

い。健康分野だけでなく、産業、環境、財政運営など様々な分野の健幸を実現

するウェルネスシティを目指しています。 

産業別就業者の割合（全国） 

第一次産業 9.5％（3.5％）、第二次産業 29.6％（23.7％）、 

第三次産業 60.9％（72.8％） 

   

アクセス方法 

①鉄道：北陸新幹線（東京⇔軽井沢）-しなの鉄道（軽井沢⇔小諸） 

所用時間：約 90 分 片道運賃：\6,520/人  

②バス：バスタ新宿⇔小諸駅 

    所要時間：約 180 分 片道運賃：\2,650/人 

主な特色 

PR ポイント 

 小諸市は、長野県東部に位置し、浅間山の南麓に美しい農村風景が広がり、

小諸城址懐古園や北国街道の宿場町として、商家など古い町並みを残す詩情

あふれる高原の城下町です。近年では、多種多様な農産物が育まれる小諸の風

土にほれ込み、カフェやベーカリー、レストラン、農業、ワイン造りをはじめ

る移住者も増えています。 

 また、千曲川沿いの標高 600ｍから高峰高原の 2000ｍまでの標高差は、高

地トレーニングの適地として、トップアスリートからも好評です。高峰高原や

御牧ケ原台地は、まち明かりの影響を受けにくいので星空は美しく、雲海の先

に富士山や八ヶ岳、北アルプスを望む絶景をみることができます。 

 四季折々の景色や様々な体験、貴重な出会いが訪れる人々を魅了します。 

 



連携自治体紹介シート 

 

    

 さくらの名所 100 選の小諸城址懐古園   高峰高原から望む星空と雲海 

 

主な地域課題 

  

 浅間山の南麓に広がり、日照時間が長く、降水量が少ない（東京の半分程度）

昼夜の寒暖差が大きい気候風土は、水稲、高原野菜や果物の生産に適していま

すが、傾斜地が多く、単位面積あたりの作業効率は決して高くありません。そ

のため、小規模零細農家が多く、高齢化も進んでいます。 

 そこで、水稲は生産量ではなく品質を追求し、米農家のオリンピックといわ

れる米食味分析鑑定コンクールで最高賞受賞者を何度も輩出するようになり

ました。また、長野県内のワイナリー数は 70 を超え、新進気鋭の醸造家や栽

培家が集う千曲川ワインバレーは、日本でも最も注目を集めるワイナリーの

集積地です。国内外の品評会や来賓に提供されるワインを製造するマンズワ

イン（港区）が半世紀にわたってこの地域のワイン造りをリードしてきまし

た。耕作放棄地を再生し、ワイン用ぶどう栽培支援を行うことで、2017 年ま

で１か所だった市内のワイナリー数は、2023 年に６つになりました。 

 高品質の小諸の農産物や農風景を後世に残すために、komoro agri shift プ

ロジェクトを立ち上げ、「つくる農」から「つなぐ農」への転換を進めていま

す。美しい農風景の中で、農作業等を手伝っていただくことで、農家や小規模

ワイナリーは働き手の確保ができ、体験する側は、モノづくりのリアルを体感

し、より深く商品を理解することができます。実際に、オリジナルワインプロ

グラム（中棚荘）は、ぶどうの苗木の定植、タンク洗浄、収穫など年 12 回に

分けてワイナリーの１年間を体験するプログラムを実施しています。 

わたしたちは、都市と農村がつながり、相互の交流が生まれることを目指し

ています。 

 

 

 



連携自治体ワーケーション促進事業体験プログラムシート 

 

 

名称  Komoro agri share (癒しの農体験) 

実施期間  ８月から 12 月まで 

プログラム内容 

 私たちは、野山の色づきや採れたての農作物など五感で四季の変化を感じ

ています。 

農作業ボランティアは、限られた時間で安全かつ効率的に作業を進める工

夫が必要なので、参加する社員の方たちもさまざまな気づきと発見がある

はずです。 

 また、同じ体験を通じて、仲間意識が高まるので、新入社員研修や管理職研

修などにもおすすめです。 

  

 １日目 PM オリエンテーション、市内のご案内 

 ２日目 AM 農作業等ボランティア 

PM 個人ワーク、自由時間 

夜 メーカーズディナー（星空ワイナリー） 

 ３日目 AM 販売戦略等のアイデアソン、個人ワーク、自由時間 

    

  8 月 醸造所内の清掃  9 月 病果取り  10 月 収穫（日程による） 

 11 月 ワイヤー張り  12 月 藁巻、施肥、巻きひげ取り 

  

参加に要する 

費用 
 概算 10,000 円/人～（昼食１、夕食１込み） 

主な対象企業  業種問わず 

企業に期待する

こと 

 ・参加する社員の方には、農作業体験を通じて、小諸の農のファン 

になっていただき、体験して気づいたことや楽しかったことなどを 

同僚や家族にシェアしていただきたい。 

 ・社員食堂などで食材等のイベント利用 

 ・ワイン、農産物、農産加工品の頒布会の実施 

 ・ワイナリー等への社員旅行 

留意事項 

作業内容は、時期によって変わりますので、一例とお考えください。 

最小催行人数５名以上からでお願いします。 

市内企業・事業者とのビジネスマッチングやヒアリングを希望の場合には、

調整させていただきます。 
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連携自治体紹介シート 

 

自治体名 長野県中野市 

自治体の概要 

中野市は、長野県の北東部に位置し、人口は約 4.1 万人、面積は 112.18 ㎢。 

産業別就業者数は、第３次産業が最も多く、次いで第２次産業、第１次産業と

なっています。 

また、第１産業の就業者数の全体に占める割合が 

長野県全体及び全国よりも多いことから農業が 

盛んな地域です。 

 

アクセス方法 

【電車】 

東京駅→長野駅   北陸新幹線（約１時間 45 分） 8,540 円 

長野駅→信州中野駅 長野電鉄（約 45 分） 1,030 円 

【車】 

練馬 IC→藤岡 JCT→信州中野 IC（約２時間 30 分） 5,550 円 

主な特色 

PR ポイント 

中野市は昼夜の寒暖差が大きいうえに降水量が少ないことから、果樹栽培に

適した気候で、ぶどうや桃、さくらんぼなど、全国有数の品質と生産量を誇る

農産物の宝庫です。また、施設型農業も積極的に展開しており、特にエノキタ

ケは日本一の生産量を誇り、全国シェアの約 40％を占めています。 

また、市内には 850 種 3,000 株のバラが咲き誇る一本木公園があり、毎年開

花時期に開催される「バラまつり」には、全国から多くの観光客が訪れていま

す。 

中野市には「土人形」という郷土玩具が古くから伝承され、全国的にもたぐい

まれなる土人形の里です。土人形をより身近に感じていただけるよう、市内観

光施設では土人形の絵付けを体験することができます。 

主な地域課題 

農業就業人口の半数が 70 歳以上と高齢化が進んでいるとともに、10 年前と比

較すると農業就業人口は大幅に減少しています。農業の担い手を確保するた

めの各種支援を行っていますが、課題解決には至っていません。 

また、観光面においては市内の観光地延利用者数が 10 年程前から減少傾向と

なっています。 
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連携自治体ワーケーション促進事業体験プログラムシート 

 

 

名称 希少野菜「ぼたんこしょう」収穫体験プログラム 

実施期間 2023 年８月末～10 月中旬 

プログラム内容 

信州の伝統野菜である「ぼたんこしょう」を標高 1,000ｍ近い場所にある畑で

生産者と一緒に収穫していただきます。 

市内の標高 1,000ｍ近い地域では、古くから「ぼたんこしょう」というピーマ

ンのような形をした青とうがらしを栽培しています。 

普通のとうがらしは比較的温暖な気候を好みますが、「ぼたんこしょう」は冷

涼な気候を好み、1,000ｍ近い標高の地域でしか辛く大きくなりません。「ぼた

んこしょう」は、とうがらしのような辛さと、ピーマンのような果肉に、甘さ

を持ち合わせているのが特徴で、希少な野菜です。 

2008 年に「ぼたんこしょう」の保存と普及を目的に農家有志が集まり「斑尾

ぼたんこしょう保存会」を設立し、現在は 10 人程の農家で栽培しています。 

 

参加に要する 

費用 
なし 

主な対象企業 卸売業、小売業、飲食業、サービス業 

企業に期待する

こと 

本市の地域課題と同様に、「ぼたんこしょう」に関しても生産者の高齢化が進

んでおり、担い手の確保が課題となっています。「ぼたんこしょう」の販売単

価が安いことも要因の一つとして考えられるため、「ぼたんこしょうのビジネ

スモデル構築」など、課題解決に向けた提案をしていただきたいです。 

また、「ぼたんこしょう」の新たな活用方法についても提案していただきたい

です。 

留意事項 必要に応じ傷害保険にご加入ください。 
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連携自治体ワーケーション促進事業体験プログラムシート 

 

 

名称 
つくり手と一緒に提案するバラのある暮らし 

-「バラのまち 信州なかの」おいしいばらプロジェクト- 

実施期間 2023 年８月 14 日～10 月 

プログラム内容 

中野市は長野県北部にある自然豊かなまちで、昼夜の寒暖差が大きく、色が濃

くて鮮やかなバラが育ちます。 

本プログラムは、観賞用以外に食用（エディブルフラワー）栽培もしている中

野市産バラの魅力を、市内バラ生産者と飲食店・クリエイター達からなる団体

『バラまちラボ』との交流を通じて、バラを実際に触れながら、体験していた

だくプログラムです。 

〇おいしいばらプロジェクト 

触れる…園地でバラの栽培を見学及び花摘みなど収穫作業 

魅せる…アレンジメントやブーケ・スワッグ作り、当市の郷土玩具「土人形」

（バラモチーフの人形での）絵付け体験 

食べる…市内の美味しいものと組み合わせたスイーツ作り 

果樹栽培が盛んな当市の実施時期に旬の果物を農園で摘み取り体

験していただき、採りたてフルーツとバラでのスイーツ作り体験

や、市内飲食店が提供するバラを使ったメニューの試食会 

 

参加に要する 

費用 
なし 

主な対象企業 
飲食関係、花に関わる仕事、ほかにブライダル、ホテル、インテリア、アクセ

サリー、アロマ、サロンなど食用バラに興味をお持ちの企業 

企業に期待する

こと 

・信州なかの産食用バラを首都圏企業に浸透させることで、中野市が「バラの

まち」であることの認識に繋げたい。 

・信州なかの産バラを使ったメニュー活用やバリエーションを増やしたい。 

・首都圏に向け販路拡大をしたい。 

・信州なかの産食用バラの生産者は、無農薬・有機栽培に挑戦し、自然環境や

身体にやさしい持続可能な農業を目指しているため、このプログラムで地域

農業には多様な魅力があることを PR してほしい。 

留意事項  
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連携自治体紹介シート 

 

自治体名 東京都新島村 

自治体の概要 

新島村は、東京から南へ約 150km、新島及び式根島の二つの有人島並びに三つの無人島に

より構成されています。 

２島を結ぶ連絡船が１日３便運航しているため、一度の旅行で２つの島を楽しめます。 

気候は、温暖多湿の海洋性気候で、年間を通して降雨量は多めです。 

観光アクティビティは、サーフィンをはじめスキューバダイビング、サップボード、釣り

等のマリンレジャー、新島ガラスの製作体験やサイクリング等が盛んです。 

また新島の固有の資源である向山から採掘される「コーガ石」を原料としたオリーブ色

に発色する新島ガラスの体験教室など人気を博しています。 

アクセス方法 

東海汽船 竹芝桟橋（東京浜松町）から大型船・高速船運航 

※季節により時間が異なるため下記ＨＰからご確認下さい。 

東海汽船ＨＰhttps://www.tokaikisen.co.jp/boarding/timetable/ 

 

調布飛行場 東京⇔新島間 1日 3便運航（所要時間 40分） 

新中央航空ＨＰhttps://www.central-air.co.jp/ 

  

主な特色 

PR ポイント 

島内各所に WIFI が整備されています。式根島では露天温泉に WIFI が整備されているた

め足湯につかりながら仕事ができます。 

また両島研修施設（要予約）があるため、企業研修やオフサイトなどに最適です。 

※クリエートセンター利用料金 1,800 円（税別）/1 日 

 

【新島】観光名所となっている羽伏浦は、約 6.5km 続く砂浜と白ママ断崖が有名で、新

東京百景にも指定されています。 

また、島の南西部の間々下地区には温泉源があり、村営の露天温泉施設は 24 時間入浴可

能で住民及び観光客から非常に人気があります。 

【式根島】島の東南部海岸には、雅湯、足付、地鉈と 3ヶ所の露天温泉があり、新島と同

様に 24 時間入浴可能なことから、多くの湯治客が訪れています。海岸線は、波が穏やか

で透明度の高い入り江が多く、自生の松が島を覆っていることから式根松島と言われて

おり、白砂青松、奇岩等の特色ある景色有しています。 

主な地域課題 

新島・式根島は昭和の離島ブームで有名になった観光の島です。しかし新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響で観光客数が激減し、コロナが落ち着いた現在でも以前ほど観光客

は戻ってきておりません。 

新島村にコロナ前の活気が戻るよう、多くの企業・事業者の皆様の企業研修・オフサイト

で是非ご来島をお待ちしております。 

※リゾートホテルのようなハイグレードホテルはございませんのでご留意願います。 
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連携自治体ワーケーション促進事業体験プログラムシート 

 

 

名称 式根島アイランドワーケーション 

実施期間 10 月～12 月 

プログラム内容 

１．説法体験 

式根島唯一のお寺「東要寺」。名物の横山和尚から受ける大人気の説法体

験です。 

島の和尚にシゴトや恋の悩みなど相談してみてはいかがでしょうか。 

 

２．郷土料理体験 

島の食材を使った島料理体験教室。講師は島のお姉さま。島でしか味わえ

ない名物料理を堪能できます。 

 

３．島民との交流会 

交流会を通して、パンフレットには乗らない、島人の島の過ごし方を知れ

るチャンス。次遊びにくる時には「ただいまー」って言えるぐらいの関係

性を是非作って下さい。 

 

４．ビーチクリーンを通じた SDGs を考える 

島には多くの漂着ゴミが流れてきます。そしてこのゴミは様々な生態系

に影響を与えています。島民は月１回にゴミ拾いを実施し、美しい島を維

持しています。皆が感動する式根島の海を一緒にキレイにして、一緒に漂

着ゴミについて考えましょう。 

 

 

参加に要する 

費用 

１．１名＠１０００円 

２．１名＠実費相当（おおよそ３０００円～） 

３．１名場所代として＠１５００円＆実費相当 

４．基本的に無料 

主な対象企業 
・新人研修 

・小規模なチームビルディング 

企業に期待する

こと 

・企業ワーケーションの候補地としての選択 

・新人研修による一体感とコミュニケーションの形成 

・島民との交流で、島への関心とリピート将来の２拠居住 

・会社のサテライトオフィス開設 
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連携自治体紹介シート 

 

自治体名 奈良県下北山村 

自治体の概要 

奈良県吉野郡下北山村 

■人口：８０６人 ５１９戸  

（２０２３年３月３１日現在） 

■面積：１３３．３９㎢ 

（※東京都港区 ２０．３７ ㎢ 人口２６万人） 

 

■村の９２％が森林 

■奈良県の最南東端 

■奈良市より約１１０km 

車で約３時間 

■最寄り駅（三重県熊野市駅）より１８ｋｍ 

車で４０分 

 

アクセス方法 

東京～名古屋駅（約 1.5 時間 新幹線 10,560 円） 

 ➡名古屋駅～熊野市駅（約 3 時間 特急料金 6,450 円） 

 ➡熊野市駅～下北山村（約 40 分 タクシー/レンタカー） 

主な特色 

PR ポイント 

 

下北山村は、奈良県の東南端にある人口約 800 人の山間地域で、交通アクセスは県庁

所在地の奈良市より車で約 3時間、県内最寄り主要駅（近鉄大和八木駅）より車で約 2時

間、三重県・JR 熊野市駅より車で約 40分かかり、アクセスがいいとは決して言えない過

疎地域です。 

村の人口は令和 4 年 3 月現在で８０９人、高齢化率は４８．６％、年少人口率は７．

０％となっており、超少子高齢化に直面しています。人口推計では２０４０年には現在

の半分の人口の４００人台になると推定されており、村の存続自体が危ぶまれる状況で

あり、若年者層を増やすための取り組みが急務です。 

村の面積の 92％が山林で、約半分が「吉野熊野国立公園」に指定されており、世界遺

産「大峯奥駈道」が村の西側を通っています。世界遺産の構成資産に、鬼が住むといわれ

る集落「前鬼」が選ばれています。 

村内最大の集客施設である下北山スポーツ公園では、キャンプ場、合宿施設、グランド

などがあり、キャンプ場からは高さ１１０ｍの日本最大級のアーチを描く池原ダムの堰

堤を見ることができます。 

観光面では、かつて盛んだったサッカー合宿が少子化で年々減少しており、さらにコ

ロナの影響で合宿が激減しています。夏のキャンプ場のみの集客を、通年型、村内周遊型

の観光に転換し、村内でお金が落ちる仕組みを作る必要があります。 

 

 

 

 

 



連携自治体紹介シート 

 

主な観光資源 

■下北山スポーツ公園 

旧河川敷を利用して整備されたスポーツ公園。 

総面積１９万平方メートル。 

昭和５７年に整備。 

宿舎、多目的グラウンド、テニスコート、キャンプ場、温泉施設などがある。 

年間約１２万人が訪れる 

毎年、サッカー合宿では全国各地からジュニアチームが集まる 

キャンプ場は、日本最大のキャンプ場予約サイト「なっぷ」で、西日本部門予約件数

No.1 を獲得。 

 

■池原ダム湖、七色ダム湖 

 村内には、池原ダム湖、七色ダム湖の２つのダム湖がある 

ブラックバスフィッシングの聖地であり、 

全国からアングラーが訪れる 

 

■世界遺産前鬼の里 

 世界遺産「大峯奥駈道（おおみねおくがけみち）」が村の西部を縦走しており、修験者

のための宿坊がある前鬼の里では、１３００年の歴史がある宿坊「小仲坊」において、第

６１代当主の五鬼助義之さんが、修験者のお世話を現在も行っています。 

主な地域課題 

・集客の一極化 

 キャンプやバス釣りが有名であるため、夏に来訪者が集中するため、季節を問わない、

単価の高い観光コンテンツ作りを行い、夏の集客以外のシーズンに来訪者を分散化させ

ることが必要です。 

・来訪者（宿泊者）の消費額の低さ 

  宿泊の平均単価が 1 万円を切っており、温泉（平均約 1,150 円）やキャンプ地利用

（平均約 2,500 円）と当村での消費金額の低さが顕著となっているため、消費額を上

げるコンテンツの整備が急務です。 

・地域経済の縮小 

  産業の衰退、旅行者のシーズン集中などの悪循環により、地域の観光産業はデフレ

状態です。各産業が連携し、観光商材の高付加価値化を行い、地域経済の拡大・雇用創

出に繋げる取り組みが必要です。 

・止まらない人口減少 

  現在村の人口は 800 人程度で、高齢化、人口減少が止まらず、2065 年には 170 人ま

で減少する予測が出ています。 

 下北山村では移住者を増やすための取り組みを実施していますが、大幅な人口増には

繋がっておらず、観光産業を通じた取組みなど、これまでとは違った角度からの移住促

進の取り組みが急務です。 
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連携自治体ワーケーション促進事業体験プログラムシート 

 

 

名称 修験の里で心身を癒すリトリートワーケーション 

実施期間 
令和５年８月～１２月 

プログラム内容 

修験道が根付いている当村で森や自然環境を活用したリラクゼーションや

リトリートのプログラムを都市部の会社員等を対象に、企業研修やワーケー

ション向けの滞在型プログラムを実施します。 

新型コロナウィルスの感染拡大によりうつ病などの精神疾患の罹患者が増

加傾向にあると言われている。近年メンタルヘルスケアの必要性が高まって

いることに着目し、村内のメンタル疾患の療養施設と連携し、ワーケーション

や企業研修などで、山岳宗教である修験道の文化が根付く吉野熊野国立公園

の持つ豊かな森林で心身が回復できるということを体験してもらい、心身と

もに健康になっていただきます。 

 

〈プログラム内容〉 

■森林トレッキング・リトリートプログラム 

 場所：前鬼の里、池神社周辺 

 トータル体験時間：前鬼の里 4 時間、池神社 1 時間 

 料金：前鬼 8000 円/人、池神社 5000 円/人 

 体験人数：１～10 名 

■カヤック体験プログラム 

  場所：七色ダム 

 トータル体験時間：3 時間 

 料金：7,000 円/人 

 体験人数：１～6 人 

■テントサウナプログラム 

 場所：池郷川 

 トータル体験時間：2 時間～3 時間 

 料金：2,000 円/人 

 体験人数：１～8 人 

■ネイチャーゲームプログラム 

 場所：前鬼、池神社周辺 

 トータル体験時間：半日～1 日 

 料金：10,000 円 

 体験人数：2～20 人 

■鹿皮クラフト体験 

 場所：村内 

 トータル体験時間：2 時間 

 料金：3000 円 

 体験人数：1 人～8 人 
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連携自治体ワーケーション促進事業体験プログラムシート 

 

参加に要する 

費用 

上記のとおり 

主な対象企業 IT 企業等テレワーク可能な職種の企業 

企業に期待する

こと 

体験プログラムを実施後も継続した関係性を築き、関係人口として、当村の

様々な課題に対して提案してもらえるとありがたい。 

 

また一回だけでなく継続して連携し、社員研修や福利厚生などで当村の体験

プログラムを活用していただけるとありがたい 

留意事項 

 

 



連携自治体紹介シート 

 

自治体名 岡山県 

自治体の概要 

人口：約 187 万人 面積：約 7114 ㎢ 

「晴れの国おかやま」のフレーズのとおり、1 年を通し

て晴れの日が多い。気候は、瀬戸内に面した南部の沿岸

地域は温暖で、中国山地に隣する北部の山間地域は冬

季に１ｍを超える積雪がある地域もあり、四季折々の

景観やレジャーを楽しめます。 

今回のツアー先である「岡山県美作市」は、県の北部に

位置し、宮本武蔵生誕の地。 

市内には、「F1 ドライバー：故アイルトン・セナ」も走った岡山国際サーキッ

トや、美肌の湯として知られる湯郷温泉があります。 

有害鳥獣の有効利用に取り組みのため、市営のジビエ（鹿・猪）肉処理場「地

美恵の郷みまさか」があり、「国産ジビエ認証施設（第 25 号）」に認証されて

います。このブランド「美作ジビエ」は、東京にも流通されています。 

アクセス方法 
羽田空港から岡山桃太郎空港まで約 1 時間（往復約 35,000 円） 

東京駅から岡山駅まで新幹線で約 3 時間（季節変動有） 

主な特色 

PR ポイント 

観光は、日本 3 大庭園の「岡山後楽園」と、隣接する「岡山城」、 

白壁の町並みで有名な、倉敷美観地区、瀬戸大橋や他党日が一望できる「玉野・

渋川」現存する日本最古の庶民のための公立学校「特別史跡旧閑谷学校」、県

の北部には、湯郷温泉、湯原温泉、奥津温泉という美作三湯などが有名です。 

 

交通網の強みがあり、鉄道では、山陽新幹線をはじめ、山陰には伯備線、四国

方面には瀬戸大橋を通る瀬戸大橋線など、網目状に多くの鉄道があります。 

高速道路も県南部を縦断する山陽道、県北部を縦断する中国道、その両線をつ

なぐ岡山自動車道により、車移動も利便性が高い地域です。 

主な地域課題 

岡山県では、2040 年（20 年後）の将来人口推計が、約 20 万人減少（1 割強）、

65 歳以上の人口割合が約 35％になると推計しており、「人口急減」も予見さ

れています。これに伴い、経済、産業活動の縮小、社会保障関係費の増加など

による、地方財政状況の悪化から、必要な県民サービス、特に中山間地域にお

いては「地域生活の維持」ができない状況が危惧されています。 

一方で新型コロナウイルス感染症を契機として、テレワークの導入などの働

き方や、価値観の多様化が進み、地方移住に加え、ワーケーションや二地域居

住等の新たなライフスタイルへの関心が高まっており、こうした時流を捉え、

県外から人を呼び込む取り組みを強化する必要があります。 

持続可能な地域生活の維持のために、次のことを主に取り組んでいます。 

・（集落機能低下問題）小さな拠点の形成促進、地域おこし協力隊の確保 

・（人材不足問題）DX の推進、ICT の導入による地域課題の解決 

・（東京一極集中問題）「転職なき移住」等、多様で柔軟な働き方へのアプロー

チ 
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連携自治体紹介シート 

 

自治体名 鳥取県 

自治体の概要 

 

地勢 ・東西約 120km、南北約 20～50km

と、東西にやや細長い県。 

・北は日本海に面し、鳥取砂丘を

はじめとする白砂青松の海岸

線が続き、南は中国地方の最

高峰大山など中国山地の山々

が連なる。 

・比較的温暖な気候で、春から秋は好天が多く、冬には降雪も

あり四季の移り変わりが鮮やか。 

人口 約 54 万人（推計、R5.3.1 時点） 

面積 3,507km2   

主要産業 ・農林水産業（二十世紀梨、すいか、らっきょう、松葉がに等） 

・製造業（食料・飲料、電子部品・デバイス、パルプ・紙、電

気機械等） 

アクセス方法 
［飛行機］羽田空港～鳥取砂丘ｺﾅﾝ空港、米子鬼太郎空港 約 6 万円（往復） 

［鉄道］東京～(新幹線)～大阪／姫路～(特急)～鳥取 約 4 万円（往復） 

主な特色 

PR ポイント 

自然：世界ジオパークに認定されている山陰海岸や日本最大級の鳥取砂丘、秀

峰大山などの豊かな自然が特徴です。 

食 ：豊かな自然を背景に、新鮮な海の幸や山の幸が豊富な食のみやこ。冬を

代表する松葉がに、水揚げ量日本一の生マグロ、重さ 1kg にもなる天

然の岩ガキ、日本一甘い梨の新甘泉、2017 年に肉質日本一に輝いた鳥

取和牛などの食の宝庫です。 

観光：日本遺産に認定されている世界一危ない国宝の「三徳山投入堂」、世界

初の砂の彫刻作品を展示する「砂の美術館」、及び妖怪像が立ち並ぶ水

木しげるロードや青山剛昌ふるさと館等の漫画関連施設があります。

また、塩の成分を含んだ泉質の皆生温泉や、世界有数のラジウム含有量

を誇る三朝温泉をはじめとする県内に 10 か所もある温泉地が有名で

す。 

主な地域課題 

人口ピラミッド構造に起因する自然減、若者を中心とした転出超過による社

会減が進行しています。人口減少に歯止めをかけたり、一定程度人口が減少し

ても活力を持ちながら持続する取組が必要です。 

【課題】 

・若年層の IJU ターンや定住の促進 

・人口減少による人材不足解消 

・空き家や耕作放棄地の増加対策 

・高齢化の進展による、要介護者や認知症患者の増加（持続可能な介護サー

ビスや地域による支援、介護予防や認知症予防の取組） 

・中山間地域の生活（買い物、交通）支援 等 
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連携自治体ワーケーション促進事業体験プログラムシート 

 

 

名称 鳥取県・岡山県企業研修型ワーケーションモニターツアー 

実施期間 8 月～12 月の期間で催行予定 

プログラム内容 

新たな生活様式による個人の価値観や働き方の多様化が進み、時間や場所

にとらわれないワーケーションへの関心が高まっており、地方にとって移住

へのステップアップにつながる関係人口の拡大を図るチャンスとなってい

る。 

そこで、ワーケーションやテレワーク等を導入している首都圏企業へのＰ

Ｒの一環として、鳥取県、岡山県の両県県境のコワーキングスペースや地域な

らではの体験、地域住民との交流、チームビルディング等の研修を通じて、地

域でのワーケーション導入や企業誘致等のきっかけとなるよう検証を行う。 

【行程】 

 移動はバスになります。鳥取県、岡山県両県に宿泊し、それぞれのエリアで

次のような体験プログラムをしていただきます。 

（岡山県提供：体験プログラム（予定）） 

〇雲海を見渡す展望台 〇里山暮らし体験 など 

（鳥取県提供：体験プログラム（予定）） 

○森林セラピー ○農業体験（果樹等収穫、稲刈りなど）  

 

※企業マッチング後は、民間のワーケーション有識者をアドバイザーに迎え、

企業向けのワーケーション・テレワークとなるようプランニングを予定 

参加に要する 

費用 

（見込み）２５，０００円程度 

宿泊費１３，０００円（２泊）、アクティビティ１２，０００円（＠４０００

円×３日 （※移動のバス代等は、開催自治体で負担） 

【参考】現地集合場所までの費用は含まれていない 

主な対象企業 業種問わず 

企業に期待する

こと 

・ワーケーション体験プログラム（企業研修型）の効果検証への協力 

・地域との交流による地域活性化 

・企業の知見やノウハウ活用による地域課題解決、ローカルビジネスの創出 

・プログラム終了後の交流継続 

留意事項 
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連携自治体紹介シート 

 

自治体名 岡山県瀬戸内市 

自治体の概要 

瀬戸内市は、岡山県の東南部に位置し、平成 16 年 11 月 1 日に牛窓町、邑久

町、長船町の 3 町が合併して誕生したまちです。気候は温暖で、積雪はほとん

どなく、西は岡山市、北は岡山市、備前市と接しています。市の西端を南北に

一級河川吉井川が流れ、中央部には千町川との間に千町平野が広がり、東南部

は瀬戸内海に面した丘陵地と、長島、前島などの島々からなっています。 

米や麦、ミカン、ブドウ、白菜、キャベツ栽培など農業が盛んで、日照量の多

い好条件で採れた野菜は毎日産直市場に並び、安全安心な食材を求める多く

の人で賑わっています。また瀬戸内海で水揚げされる魚介類も新鮮で、特に虫

明の牡蠣は有名です。 

また、古くから開けたまちとして、寺社仏閣や仏像などの重要文化財、須恵器

の古窯跡群、朝鮮通信使関連遺跡や城跡などの史跡、竹久夢二の生家、備前お

さふね刀剣の里など多彩な歴史・文化資源を保有しています。 

アクセス方法 
飛行機 羽田空港から瀬戸内市まで約 2 時間 30 分   片道 20,000 円程度 

新幹線 東京駅から邑久駅（最寄駅）まで約 3 時間強 片道 18,000 円程度 

主な特色 

PR ポイント 

県の東南部に位置し、岡山市へ JR 赤穂線で約 30 分、車で約 40 分、高速道路

を利用して大阪、広島、米子へ 2 時間強、岡山駅から新幹線で東京まで約 3 時

間強と交通アクセスに優れています。牛窓町は昔ながらの港町で、温暖な気候

から農業が盛んです。邑久町は中心市街地があり、海・平野・山に面する多様

性を持っています。長船町は「刀剣の里」として有名で、吉井川の恵みも豊か

です。市内に JA の直売所が 5 店舗あり、毎日新鮮な野菜が並びます。牛窓朝

市やオリーブガーデンマーケット、福岡の市といったマルシェも開催されて

いて、山と海の幸はもちろん、地域住民や移住者との交流の機会が手軽に手に

入る日常があります。海が近いロケーションに加え、地域住民による移住・交

流促進や関係人口創出の取組みが盛んな人気の移住・滞在地です。 

 

主な地域課題 

本市は若い世代の近畿・関東地方や県都岡山市への転出が多くなっており

（2018 年転出超過数：69 人）、この転出者の増加を市の魅力や暮らしの価値

を高めることで抑制する必要があります。そのため、本市に居ても様々な地域

や仕事、取組みとつながる機会や地域資源を通したアクティビティ・体験の機

会を創出するなど、若い世代の定着に向けた魅力あるまちづくりの推進が課

題です。 

 



連携自治体ワーケーション促進事業体験プログラムシート 

 

 

名称 瀬戸内市リモートワーク体験プラン 

実施期間 ８月～12 月 

プログラム内容 

瀬戸内市では、瀬戸内市移住交流促進協議会（愛称：とくらす瀬戸内）が中

心となって、リモートワークの導入やサテライトオフィスの開設を検討して

いる企業や個人の方を対象に、市内のコワーキングスペースやデジタルラボ

棟のリモートワークができる拠点の利用と、地域の住民や事業者との交流を

組み合わせた「リモートワーク体験プラン」を提供しています。 

体験プランを利用する場合は、あらかじめ会員の登録が必要です（会費無

料）。瀬戸内の魅力が体感できる様々なプランを用意しています。ぜひご利用

ください！ 

 

〇リモートワークタウン会員登録手続きについて 

リモートワーク体験プランを利用する場合は、事前にリモートワークタウ

ン会員の登録が必要です。利用する場合は、以下のリンクから登録手続きを行

ってください。 

 

リモートワークタウン会員登録申請フォーム 

https://35e8ea52.form.kintoneapp.com/public/rwttouroku 

 

〇リモートワーク体験プランについて 

 瀬戸内市リモートワークタウン登録会員を対象に、瀬戸内市内でリモート

ワークができる施設の紹介と滞在施設のあっせんに加え、地域のアクティビ

ティや仕事、イベントなども体験できる機会を提供します。 

 

①瀬戸内を知ろう！暮らそう！リモートワークしながらプラン 

ushimadoTEPEMOK（牛窓テレモーク）でのコワーキングスペースを利用した

リモートワーク体験に、追加可能コンテンツとして牛窓ウォータートレイ

ルのカヤック体験や瀬戸内市移住交流促進協議会による市内案内が提供で

きるプラン 

 

②趣味に海に仕事に！おもしろ宿で欲張りプラン 

宿泊先となるペンションくろしお丸でのリモートワークやアウトドアスペ

ースを利用したリモートミーティング体験に、追加可能コンテンツとして

カヤックなど牛窓のアクティビティが体験できるプラン 

 

③非日常といえばアウトドア！海を眺めながらリモートinキャンププラン！ 

牛窓前島でのコワーキングスペースやキャンプ場を利用したリモートワー

ク体験に、キャンプやカヤックが体験できるプラン 

※キャンプ場でリモートワークをする場合は、モバイル Wi-Fi の有料レン
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連携自治体ワーケーション促進事業体験プログラムシート 

 

タル可能 

 

④瀬戸内の芸術に触れてみませんか？アート&リモートワークプラン 

絵画教室でのアート体験に、追加可能コンテンツとして ushimadoTEPEMOK

（牛窓テレモーク）のコワーキングスペースを利用したリモートワークが

体験できるプラン 

 

※季節によって内容に変更・追加があります。 

※プランの金額は選択するコンテンツによって変動します。詳細について

はお問合せください。 

 

 リモートワーク体験プラン申込フォーム 

https://35e8ea52.form.kintoneapp.com/public/rwtplan 

 

参加に要する 

費用 

選択するコンテンツによって変動しますので、詳細についてはリモートワー

ク体験プラン申込フォームよりお問合せください。 

主な対象企業 リモートワークを推進するなど働き方改革などに取り組む企業 

企業に期待する

こと 

地域との継続的な交流や関係構築により、市の地域資源を活用した新たな産

業や活動のきっかけづくりを期待したい。 

留意事項 
瀬戸内市移住交流促進協議会「とくらす Web」 

https://www.setiju.com/ 

 

https://35e8ea52.form.kintoneapp.com/public/rwtplan
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連携自治体紹介シート 

 

自治体名 愛媛県伊予市 

自治体の概要 

 愛媛県のほぼ中央、道後平野の西南部から四国山地の一部にわたり、西北は

風光明媚な瀬戸内海に面しており、県都松山市から約 10km、南予の玄関口に

位置しています。 

・総面積：194.45 ㎢ 

・人 口：35,743 人 

・高齢化率：34.6％ 

・産 業：食品加工業（削り節）、 

農業、漁業 

・特産品：柑橘（紅マドンナなど） 

    中山栗（和栗） 

    鱧（はも）、鯛、しらす 

アクセス方法 

羽田空港から約 90 分（片道運賃 37,000 円前後） 

松山空港から伊予市まで車で約 20 分、バス＆電車なら約 60 分 

（レンタカー利用の場合、2 泊 3 日 5 人乗り 20,000 円前後） 

主な特色 

PR ポイント 

【モノ】 

瀬戸内海の穏やかな気候でゆっくりと流

れる時間を満喫できます。 

 「すぐ海すぐ山」と呼ばれる平地の少な

い地理的特徴や年間を通じての豊かな食と

自然に恵まれていて、観光地化されていな

い隠れた絶景を楽しむことができます。近

年は鉄人が集うトライアスロンイベントの場所やフ

ラの聖地として注目されています。 

【ヒト】 

 私設の図書館・博物館オーナー、地域づくりに一生

を捧げる公務員 OB、閉店予定老舗旅館の継承者、フラ

の聖地化に取り組む U ターン者、元気に農業・漁業に

励む若者、祖父母の店を引継ぐ I ターン若手女性起業

家など、民力で地域を元気にする人財(材)豊富なとこ

ろが伊予市の魅力です。 

主な地域課題 

 農山漁村エリアの高齢化と担い手不足に起因する、「中山栗」「柑橘」「鱧(は

も)」「鯛(たい)」など、地場産品の影響力や認知度の低下、ＪＡなどへの一括

出荷により、一定の収入は確保できていますが、生産の現状維持が精一杯で、

収益の向上が急務となっています。 

 地域経済循環分析を通じ、食品加工業(削り節)、農業、漁業が他の地域経済

に与える影響が大きい産業であるが、既存の取り組みでは限界があり、新たな

価値を創造し、雇用創出や地域経済の活性化を図る必要があると考えていま

す。 
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連携自治体ワーケーション促進事業体験プログラムシート 

 

 

名称 ますます、いよし。しずむ夕日が立ち止まるまちでワーケーション 

実施期間 令和５年９月上旬～１１月下旬 

プログラム内容 

以下の主な体験メニューのほか、ご希望のメニューを組み合わせたオリジ

ナルプログラムをご提案します。 

 

（人との交流体験） 

〇かんきつ王国えひめで農業体験・グリーンツーリズム（生産者との交流） 

〇地域を元気に！まちづくり人や観光カリスマとの熱い交流 

（癒し体験） 

〇瀬戸内海の穏やかな海にゆっくり沈む夕日をみながら、心の中をリフレ

ッシュ 

〇酵素風呂で、体の中からリフレッシュ 

〇夕焼けこやけライン(国道 378 号線海岸線)で、ジョギング・サイクリン

グ・スイミング 

 〇自炊合宿でチームの絆を高めよう！ 

  

参加に要する 

費用 

数千円 

宿泊施設や体験プログラムの組み合わせによって異なります。 

打ち合わせをしながら、ご相談・ご提案させていただきます。 

主な対象企業 IT 企業、飲食業、ベンチャー企業、アーティスト 

企業に期待する

こと 

第１段階…人と人、人と企業のつながり(交流)の創出 

第 2 段階…交流人口から関係人口へステップアップ（交流の深化） 

第 3 段階…特産品の流通・販路拡大の連携 

     事業者様と伊予市の将来を考えるアイデアソン 

     自然と調和したアートなまちづくりに向けたコラボレーション 

     サテライトオフィスの開設 

     事業所の開設、地元雇用 

留意事項 
 時期や予約状況により、体験できないプログラムがあります。 

 天候により、海に沈む夕日が見れないことがあります。 
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連携自治体紹介シート 

 

自治体名 愛媛県内子町 

自治体の概要 

当町は愛媛県のほぼ中央部に位置し、県都松山市から約４０㎞の地点にあ

ります。令和５年４月１日時点の人口は、１５，３５５人。面積は２９９．４

３Ｋ㎡で町域の約８割を山林が占めています。 

山間の小さな町ですが、市街地には江戸後期から明治時代にかけて製蠟業

で栄えた美しい佇まいの町並みが今も残ってお

り、町の中心部から少し足をのばすと、棚田や屋

根付き橋、水車などの美しい農村風景が広がって

います。  

年間を通じて温暖な気候であることから、柿を

はじめ、栗、ぶどう、梨、桃などの落葉果樹の産

地となっています。 

アクセス方法 
羽田空港⇒松山空港⇒ＪＲ松山駅⇒内子駅まで約２時間３０分 

主な特色 

PR ポイント 

町の中心部には、重要伝統的建造物群保存地区に選定されている「八日市・

護国地区」があり、大正５年に創建された「内子座」など４件の建造物が重要

文化財に指定されている県内有数の観光地となっています。 

全国に先駆けて開設した道の駅「内子フレッシュパークからり」は、平成２

７年に全国６か所のモデル道の駅に選ばれたほ

か、平成２９年にはからり直売所出荷者運営協議

会が内閣理大臣賞を受賞。年間約８０万人の利用

があります。 

また、伝統的な手漉き和紙の産地としても知ら

れ、その和紙を使用した「いかざき大凧合戦」は

４００年の歴史を持ち、日本三大凧合戦の一つに

数えられています 

主な地域課題 

・農林業や商工業従事者の高齢化が進み、担い手が不足することで耕作放棄地

や放置森林の増加、商店街の空き店舗増加が大きな課題となっています。そ

のため、農林業では新規就農者の確保や、林業事業体への就業支援のほか、

農産物のブランド化や販路開拓に取り組んでいます。また、商工業では町内

における創業・起業、空き店舗の活用、事業拡大及び事業承継を支援してい

ますが担い手不足の解消には至っていません。 

・少子化問題が大きな課題となっています。当町では令和３年度より高校生

以下の医療費負担を無料にしたほか、令和４年度には、放課後児童クラブ

２施設を整備するなど、保育サービスの充実により働きながら安心して子

育てができる環境整備に取り組んでいますが、少子化に歯止めが掛からな

いため、さらに追加の支援が必要となっています。 
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連携自治体ワーケーション促進事業体験プログラムシート 

 

名称 内子町企業ワ―ケーション受入れ事業 

実施期間 
8 月 16 日（水）～11 月 30 日（木）の中で 

2 泊 3 日もしくは 3 泊 4 日（希望により滞在延長対応は可能です） 

プログラム内容 

１日目：AM 羽田→松山空港→リムジンバス等で内子入り 

    PM 昼食後、コワーキングスペースでの 

オリエンテーション・町並みを巡るスカベンジャーハント 

サイクリング（チームビルディングと町を知る時間） 

夜はゲストハウスや歴史ある文化交流施設での宿泊 

地産地消のケータリングでの地元との交流会 

2 日目：AM 森林に入り、伐木現場・加工所見学・SDGS スタディ① 

    PM バイオマス発電・木材市場見学・SDGS スタディ② 

3 日目：AM オフサイトミーティング OR ワークタイム 

    PM 帰路（2 泊 3 日の場合） 

   （希望によっては、テントサウナや渓流釣り森林での宿泊も可） 

4 日目：AM 振り返りとして地域へのアウトプット 

    PM 帰路 

※参加される人数や滞在日数、ご希望に合わせて内容を調整いたします。 

 昨年度受入ました企業ワーケーションの事例を共有いたします。 

https://www.wantedly.com/companies/ficc/post_articles/424426 

参加に要する 

費用 

交通費・宿泊費・プログラム作成費・アテンド料・スタディツアー費・サイク

リングツアー費・コワーキングスペース使用料・ファシリテーション費など１

名あたり約 10 万円程度（参加人数や体験コンテンツにより増減します。） 

主な対象企業 

SDGS（特に脱炭素）に対しての企業としてのアクション策定に関与されている

方や社員教育を必要としている企業、脱炭素のアクション事例として、木材を

使用したノベルティグッズを作成検討されている企業、持続可能な再生エネ

ルギーの取組に賛同していただける企業、地方自治体との継続的な関わりを

もとめている企業 

企業に期待する

こと 

このワーケーション事業を通じて、参加される企業様の課題解決「チームビル

ディング」「人材育成」が解決するとともに、「地方のリアルな現状や取り組み

と自然が生み出す資源についての理解」を深めていただける機会になればと

思っています。特にエコロジータウンとしての内子町の取組…地域内循環の

取組や町の景観を長年磨いてきた「町並み」「村並み」「山並み」の取組に賛同

していただき、継続的な関係を築いていただけることを期待いたします。 

併せて、私共の自治体としても都市と地方の「良好な相互関係」をこの機会に

考えていきたいと思います。 

留意事項 
受入れは、２名から対応可能です。 

参加者とのニーズに合わせて、柔軟に対応いたします。 
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